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第

三

十

一

号

議

案 

  

江

戸

川

区

個

人

情

報

保

護

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

   

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

  

平

成

二

十

七

年

六

月

二

十

三

日 

  

提

出

者 
 

江

戸

川

区

長 

多

田

正

見 
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江

戸

川

区

個

人

情

報

保

護

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

第

一

条 

江

戸

川

区

個

人

情

報

保

護

条

例

（

平

成

六

年

三

月

江

戸

川

区

条

例

第

一

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 
 

第

二

条

第

一

号

中

「

（

事

業

を

営

む

個

人

の

当

該

事

業

に

関

す

る

情

報

を

除

く

。

）

」

を

削

り

、

同

号

に

次

の

た

だ

し

書

を

加

え

る

。 

 
 
 

た

だ

し

、

特

定

個

人

情

報

を

含

ま

な

い

個

人

情

報

に

あ

っ

て

は

、

事

業

を

営

む

個

人

の

当

該

事

業

に

関

す

る

情

報

を

除

く

。 

 
 

第

二

条

第

二

号

中

「

取

得

し

た

個

人

情

報

」

の

下

に

「

（

特

定

個

人

情

報

を

除

く

。

）

」

を

、

「

行

政

文

書

を

い

う

」

の

下

に

「

。

以

下

同

じ

」

を

加

え

、

同

条

中

第

九

号

を

第

十

二

号

と

し

、

第

四

号

か

ら

第

八

号

ま

で

を

三

号

ず

つ

繰

り

下

げ

、

第

三

号

の

次

に

次

の

三

号

を

加

え

る

。 

四 

特

定

個

人

情

報 

行

政

手

続

に

お

け

る

特

定

の

個

人

を

識

別

す

る

た

め

の

番

号

の

利

用

等

に

関

す

る

法

律

（

平

成

二

十

五

年

法

律

第

二

十

七

号

。

以

下

「

番

号

法

」

と

い

う

。

第

二

条

第

八

項

に

規

定

す

る

特

定

個

人

情

報

を

い

う

。 

五 

保

有

特

定

個

人

情

報 

実

施

機

関

の

職

員

が

職

務

上

作

成

し

、

又

は

取

得

し

た

特

定

個

人

情

報

で

あ

っ

て

、

当

該

実

施

機

関

の

職

員

が

組

織

的

に

用

い

る

た

め

に

保

有

し

て

い

る

も

の

を

い

う

。

た

だ

し

、

行

政

文

書

に

記

録

さ

れ

て

い

る

も

の

に

限

る

。 

六 

特

定

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル 

保

有

特

定

個

人

情

報

の

集

合

物

で

あ

っ

て

、

次

に

掲

げ

る

も

の

を

い

う

。 

） 
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イ 

一

定

の

事

務

の

目

的

を

達

成

す

る

た

め

に

特

定

の

保

有

特

定

個

人

情

報

を

電

子

計

算

組

織

を

用

い

て

検

索

す

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

体

系

的

に

構

成

し

た

も

の 

ロ 

イ

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

一

定

の

事

務

の

目

的

を

達

成

す

る

た

め

に

特

定

の

保

有

特

定

個

人

情

報

を

容

易

に

検

索

す

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

体

系

的

に

構

成

し

た

も

の 

 
 

第

八

条

第

二

項

に

次

の

た

だ

し

書

を

加

え

る

。 

 
 
 

た

だ

し

、

特

定

個

人

情

報

を

収

集

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

番

号

法

第

十

九

条

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

場

合

に

限

る

。 

 
 

第

八

条

第

二

項

第

三

号

中

「

区

民

」

を

「

人

」

に

改

め

る

。 

 
 

第

九

条

第

一

項

第

四

号

中

「

保

有

個

人

情

報

記

録

」

の

下

に

「

（

保

有

特

定

個

人

情

報

記

録

を

含

む

。

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

」

を

加

え

、

同

項

第

六

号

中

「

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

」

の

下

に

「

（

特

定

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

を

含

む

。

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

同

じ

。

を

加

え

る

。 

 
 

第

十

条

第

一

項

各

号

列

記

以

外

の

部

分

中

「

保

有

個

人

情

報

」

の

下

に

「

及

び

保

有

特

定

個

人

情

報

（

以

下

「

保

有

個

人

情

報

等

」

と

い

う

。

）

」

を

加

え

、

同

項

各

号

中

「

保

有

個

人

情

報

」

を

「

保

有

個

人

情

報

等

」

に

改

め

、

同

条

第

二

項

中

「

保

有

個

人

情

報

」

を

「

保

有

個

人

情

報

等

」

に

改

め

る

。 

 
 

第

十

一

条

中

「

保

有

個

人

情

報

」

を

「

保

有

個

人

情

報

等

」

に

改

め

る

。 

 
 

第

十

二

条

の

見

出

し

並

び

に

同

条

第

一

項

及

び

第

二

項

中

「

目

的

外

利

用

」

を

「

保

有

個
）

」 
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人

情

報

の

目

的

外

利

用

」

に

改

め

、

同

項

第

二

号

中

「

区

民

」

を

「

人

」

に

改

め

、

同

条

第

三

項

中

「

目

的

外

利

用

」

を

「

保

有

個

人

情

報

の

目

的

外

利

用

」

に

改

め

、

同

条

の

次

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。 
（

保

有

特

定

個

人

情

報

の

目

的

外

利

用

の

制

限

） 
 

第

十

二

条

の

二 

実

施

機

関

は

、

第

九

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

登

録

し

た

保

有

特

定

個

人

情

報

に

係

る

業

務

の

目

的

の

範

囲

を

超

え

て

当

該

保

有

特

定

個

人

情

報

の

利

用

（

以

下

「

保

有

特

定

個

人

情

報

の

目

的

外

利

用

」

と

い

う

。

）

を

し

て

は

な

ら

な

い

。 
 

２ 

前

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

実

施

機

関

は

、

人

の

生

命

、

身

体

又

は

財

産

の

保

護

の

た

め

に

必

要

が

あ

る

場

合

で

あ

っ

て

、

本

人

の

同

意

が

あ

り

、

又

は

本

人

の

同

意

を

得

る

こ

と

が

困

難

で

あ

る

と

き

は

、

保

有

特

定

個

人

情

報

の

目

的

外

利

用

を

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

た

だ

し

、

保

有

特

定

個

人

情

報

の

目

的

外

利

用

を

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

本

人

又

は

第

三

者

の

権

利

利

益

を

不

当

に

侵

害

す

る

お

そ

れ

が

あ

る

と

実

施

機

関

が

認

め

る

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。 

３ 

前

条

第

三

項

の

規

定

は

、

実

施

機

関

が

、

前

項

の

規

定

に

よ

り

保

有

特

定

個

人

情

報

の

目

的

外

利

用

を

し

た

と

き

に

こ

れ

を

準

用

す

る

。 

 
 

第

十

三

条

の

見

出

し

中

「

外

部

提

供

」

を

「

保

有

個

人

情

報

の

外

部

提

供

」

に

改

め

、

同

条

第

二

項

第

二

号

中

「

区

民

」

を

「

人

」

に

改

め

、

同

条

の

次

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。 

（

保

有

特

定

個

人

情

報

の

提

供

の

制

限

） 
 

第

十

三

条

の

二 

実

施

機

関

は

、

番

号

法

第

十

九

条

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

場

合

を
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除

き

、

当

該

実

施

機

関

以

外

の

も

の

に

保

有

特

定

個

人

情

報

を

提

供

し

て

は

な

ら

な

い

。 

２ 

実

施

機

関

は

、

前

項

の

規

定

に

よ

り

保

有

特

定

個

人

情

報

を

当

該

実

施

機

関

以

外

の

も

の

に

提

供

す

る

と

き

は

、

提

供

を

受

け

る

も

の

に

対

し

、

当

該

保

有

特

定

個

人

情

報

の

適

切

な

取

扱

い

の

た

め

に

必

要

な

措

置

を

講

ず

る

よ

う

求

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 
 

３ 

前

条

第

四

項

の

規

定

は

、

実

施

機

関

が

、

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

保

有

特

定

個

人

情

報

の

提

供

を

し

た

と

き

に

こ

れ

を

準

用

す

る

。 
 

 
 

第

十

四

条

第

一

項

及

び

第

二

項

中

「

保

有

個

人

情

報

」

を

「

保

有

個

人

情

報

等

」

に

改

め

、

同

条

第

三

項

中

「

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

」

の

下

に

「

又

は

同

条

第

六

号

イ

に

掲

げ

る

特

定

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

」

を

加

え

る

。 

 
 

第

十

五

条

第

一

項

中

「

個

人

情

報

」

の

下

に

「

（

特

定

個

人

情

報

を

除

く

。

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

同

じ

。

）

」

を

加

え

、

同

条

第

四

項

中

「

第

一

項

た

だ

し

書

」

の

下

に

「

及

び

第

二

項

」

を

加

え

、

同

項

を

同

条

第

五

項

と

し

、

同

条

第

三

項

を

同

条

第

四

項

と

し

、

同

条

第

二

項

中

「

前

項

た

だ

し

書

」

を

「

第

一

項

た

だ

し

書

及

び

前

項

」

に

、

「

保

有

個

人

情

報

」

を

「

保

有

個

人

情

報

等

」

に

改

め

、

同

項

を

同

条

第

三

項

と

し

、

同

条

第

一

項

の

次

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。 

２ 

実

施

機

関

は

、

特

定

個

人

情

報

を

処

理

す

る

た

め

、

番

号

法

第

十

九

条

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

場

合

を

除

き

、

外

部

結

合

を

行

っ

て

は

な

ら

な

い

。 

 
 

第

十

六

条

第

二

項

第

三

号

ハ

中

「

第

二

条

第

二

項

」

を

「

第

二

条

第

四

項

」

に

、

「

特

定

独

立

行

政

法

人

」

を

「

行

政

執

行

法

人

」

に

改

め

る

。 
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第

十

八

条

の

見

出

し

中

「

自

己

情

報

」

を

「

保

有

個

人

情

報

」

に

改

め

、

同

条

中

「

自

己

情

報

」

を

「

自

己

に

関

す

る

保

有

個

人

情

報

」

に

改

め

、

同

条

の

次

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。 

 
 

（

保

有

特

定

個

人

情

報

の

削

除

の

請

求

） 
 

第

十

八

条

の

二 

何

人

も

、

自

己

に

関

す

る

保

有

特

定

個

人

情

報

が

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

と

き

は

、

実

施

機

関

に

対

し

、

当

該

自

己

に

関

す

る

保

有

特

定

個

人

情

報

の

削

除

を

請

求

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

一 

第

六

条

、

第

七

条

又

は

第

八

条

第

一

項

若

し

く

は

第

二

項

の

規

定

に

違

反

し

て

取

得

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

と

き

。 
 

二 

番

号

法

第

二

十

条

の

規

定

に

違

反

し

て

特

定

個

人

情

報

を

収

集

し

、

又

は

保

管

さ

れ

て

い

る

と

き

。 

三 

番

号

法

第

二

十

八

条

の

規

定

に

違

反

し

て

作

成

さ

れ

た

特

定

個

人

情

報

フ

ァ

イ

ル

に

記

録

さ

れ

て

い

る

と

き

。 

 
 

第

十

九

条

の

見

出

し

中

「

自

己

情

報

」

を

「

保

有

個

人

情

報

」

に

改

め

、

同

条

中

「

自

己

情

報

が

目

的

外

利

用

」

を

「

自

己

に

関

す

る

保

有

個

人

情

報

の

目

的

外

利

用

が

」

に

、

「

当

該

目

的

外

利

用

」

を

「

当

該

自

己

に

関

す

る

保

有

個

人

情

報

の

目

的

外

利

用

」

に

改

め

、

「

（

以

下

「

利

用

中

止

」

と

い

う

。

）

」

を

削

る

。 

 
 

第

十

九

条

の

二

中

「

第

十

八

条

」

の

下

に

「

、

第

十

八

条

の

二

、

第

十

九

条

」

を

加

え

、

 

同

条

を

第

十

九

条

の

三

と

す

る

。 

 
 

第

十

九

条

の

次

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。 



第３１号議案 

- 7 - 

 

 
 

（

保

有

特

定

個

人

情

報

の

利

用

中

止

等

の

請

求

） 
 

第

十

九

条

の

二 

何

人

も

、

自

己

に

関

す

る

保

有

特

定

個

人

情

報

が

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

し

、

保

有

特

定

個

人

情

報

の

目

的

外

利

用

が

さ

れ

、

又

は

実

施

機

関

以

外

の

も

の

に

特

定

個

人

情

報

の

提

供

が

さ

れ

て

い

る

と

き

は

、

実

施

機

関

に

対

し

、

当

該

各

号

に

定

め

る

措

置

を

請

求

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 
 

一 

第

十

二

条

の

二

第

一

項

又

は

第

二

項

の

規

定

に

違

反

し

て

自

己

に

関

す

る

保

有

特

定

個

人

情

報

の

目

的

外

利

用

が

さ

れ

て

い

る

と

き 

当

該

自

己

に

関

す

る

保

有

特

定

個

人

情

報

の

利

用

の

中

止 
 

二 

第

十

三

条

の

二

第

一

項

の

規

定

に

違

反

し

て

提

供

さ

れ

て

い

る

と

き 

当

該

自

己

に

関

す

る

保

有

特

定

個

人

情

報

の

提

供

の

中

止 
 

 
 

第

二

十

条

中

「

又

は

第

十

九

条

」

を

「

、

第

十

八

条

の

二

、

第

十

九

条

又

は

第

十

九

条

の

二

」

に

改

め

る

。 

 
 

第

二

十

一

条

第

一

項

中

「

利

用

中

止

」

の

下

に

「

（

自

己

に

関

す

る

保

有

個

人

情

報

の

目

的

外

利

用

若

し

く

は

外

部

提

供

の

中

止

又

は

自

己

に

関

す

る

保

有

特

定

個

人

情

報

の

目

的

外

利

用

若

し

く

は

提

供

の

中

止

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

」

を

加

え

る

。 

 
 

第

二

十

二

条

第

三

項

中

「

自

己

情

報

の

外

部

提

供

」

を

「

自

己

に

関

す

る

保

有

個

人

情

報

の

外

部

提

供

又

は

自

己

に

関

す

る

保

有

特

定

個

人

情

報

の

提

供

」

に

改

め

る

。 

 
 

第

三

十

二

条

第

一

項

に

次

の

た

だ

し

書

を

加

え

る

。 

 
 
 

た

だ

し

、

自

己

に

関

す

る

特

定

個

人

情

報

の

開

示

請

求

が

で

き

る

場

合

に

あ

っ

て

は

、
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こ

の

限

り

で

な

い

。 

第

二

条 

江

戸

川

区

個

人

情

報

保

護

条

例

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 
 

第

二

条

中

第

十

二

号

を

第

十

三

号

と

し

、

第

七

号

か

ら

第

十

一

号

ま

で

を

一

号

ず

つ

繰

り

下

げ

、

第

六

号

の

次

に

次

の

一

号

を

加

え

る

。 

七 
情

報

提

供

等

記

録 

番

号

法

第

二

十

三

条

第

一

項

及

び

第

二

項

に

規

定

す

る

記

録

に

記

録

さ

れ

た

特

定

個

人

情

報

を

い

う

。 

 
 

第

十

二

条

の

二

第

二

項

中

「

目

的

外

利

用

を

す

る

こ

と

が

」

を

「

目

的

外

利

用

（

情

報

提

供

等

記

録

を

除

く

。

以

下

こ

の

項

及

び

次

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

を

す

る

こ

と

が

」

に

改

め

、

同

条

の

次

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。 

（

情

報

提

供

等

記

録

の

利

用

の

制

限

） 
 

第

十

二

条

の

三 

実

施

機

関

は

、

利

用

目

的

の

範

囲

を

超

え

て

情

報

提

供

等

記

録

の

利

用

を

し

て

は

な

ら

な

い

。 
 

 
 

第

十

八

条

の

二

中

「

、

自

己

に

関

す

る

保

有

特

定

個

人

情

報

」

の

下

に

「

（

情

報

提

供

等

記

録

を

除

く

。

以

下

こ

の

条

及

び

第

十

九

条

の

二

に

お

い

て

同

じ

。

）

」

を

加

え

る

。 

 
 

第

二

十

二

条

第

三

項

中

「

訂

正

」

の

下

に

「

（

情

報

提

供

等

記

録

の

訂

正

を

除

く

。

）

」

を

加

え

、

同

条

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。 

４ 

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

、

実

施

機

関

が

、

保

有

す

る

情

報

提

供

等

記

録

の

訂

正

に

応

じ

た

場

合

に

お

い

て

、

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

総

務

大

臣

及

び

番

号

法

第

十

九

条

第

七

号

に

規

定

す

る

情

報

照

会

者

又

は

情

報

提

供

者

（

当

該

訂

正

に

係

る

番

号

法

第

二

十
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三

条

第

一

項

及

び

第

二

項

に

規

定

す

る

記

録

に

記

録

さ

れ

た

者

で

あ

っ

て

、

当

該

実

施

機

関

以

外

の

も

の

に

限

る

。

）

に

対

し

、

遅

滞

な

く

、

そ

の

旨

を

書

面

に

よ

り

通

知

す

る

も

の

と

す

る

。 

 
付 
則 

こ

の

条

例

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

規

定

は

、

当

該

各

号

に

定

め

る

日

か

ら

施

行

す

る

。 

一 

第

一

条

中

江

戸

川

区

個

人

情

報

保

護

条

例

第

二

条

及

び

第

八

条

か

ら

第

十

一

条

ま

で

の

改

正

規

定 

平

成

二

十

七

年

十

月

五

日 

二 

第

一

条

中

江

戸

川

区

個

人

情

報

保

護

条

例

第

十

二

条

の

改

正

規

定

、

同

条

の

次

に

一

条

を

加

え

る

改

正

規

定

、

同

条

例

第

十

三

条

の

改

正

規

定

、

同

条

の

次

に

一

条

を

加

え

る

改

正

規

定

、

同

条

例

第

十

四

条

、

第

十

五

条

及

び

第

十

八

条

の

改

正

規

定

、

同

条

の

次

に

一

条

を

加

え

る

改

正

規

定

、

同

条

例

第

十

九

条

及

び

第

十

九

条

の

二

の

改

正

規

定

、

同

条

を

同

条

例

第

十

九

条

の

三

と

し

、

同

条

例

第

十

九

条

の

次

に

一

条

を

加

え

る

改

正

規

定

並

び

に

同

条

例

第

二

十

条

、

第

二

十

一

条

、

第

二

十

二

条

及

び

第

三

十

二

条

の

改

正

規

定 

平

成

二

十

八

年

一

月

一

日 

三 

第

二

条

の

規

定 

行

政

手

続

に

お

け

る

特

定

の

個

人

を

識

別

す

る

た

め

の

番

号

の

利

用

等

に

関

す

る

法

律

（

平

成

二

十

五

年

法

律

第

二

十

七

号

）

附

則

第

一

条

第

五

号

に

掲

げ

る

規

定

の

施

行

の

日 
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（

説

明

） 

社

会

保

障

・

税

番

号

制

度

の

実

施

に

伴

い

、

区

の

保

有

す

る

特

定

個

人

情

報

の

目

的

外

利

用

又

は

提

供

の

制

限

等

の

規

定

を

設

け

る

こ

と

に

よ

り

、

特

定

個

人

情

報

を

厳

格

に

保

護

す

る

こ

と

と

す

る

ほ

か

、

独

立

行

政

法

人

通

則

法

（

平

成

十

一

年

法

律

第

百

三

号

）

の

改

正

に

伴

い

、

独

立

行

政

法

人

が

三

つ

の

類

型

に

分

け

ら

れ

た

こ

と

か

ら

、

規

定

を

整

備

す

る

必

要

が

あ

る

の

で

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 


